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マイノリティー（少数派）文化を考える異文化理解教育の実践
―「左きき」を題材として―
久 保 哲 成
 「左きき」を教材とした異文化理解教育を考えるに
至った理由
⑴ 海外を対象としない教材開発
異文化理解教育において、海外にフィールドを求める
教材が多いが、フィールドワークの時間的、経済的負担
が教材開発者に大きくのしかかる。また、生徒たちが、
当事者性を持ちにくい場合が出てくる。このような理由
から、国内で、生徒の身近な題材から異文化理解を進め
ていける教材を探した。このことは、生徒たちに、同じ
日本文化を基盤としながらも、切り口によって、各人が
独自の文化集団に所属していることを理解させる良い機
会になる。
また、その国内における文化集団でも、マイノリ
ティー（少数派）に属する人びとが存在する。そのよう
な、身近に存在するマイノリティ （ー少数派）に気づき、
彼らの心情を考える力を培うことが異文化理解教育にな
ると考えた。
同質性の高い日本文化にあって、ついつい見落としが
ちな国内のマイノリティー（少数派）集団を教材の対象
とすることで、自分たちは気付いていないが、身近にマ
イノリティー（少数派）が存在することに気付かせ、生
徒たちの異文化理解の力を付けさせ、人権意識も高めて
いく教材開発を進めていこうと考えた。
⑵ 「左利き」を教材対象に考えた理由
右利きの私と「左利きの人」との出会いの印象的な場
面がいくつかあった。
母親が「左きき」で、「ギッチョは不便や」とよく愚
痴をこぼしていたことを憶えている。母方の兄弟には
「左きき」が多い。高校年生の時の「保健」の授業担
当の体育教員が、「左きき」に関する学術雑誌を取って
いると、京都大学医学部から「左きき」に関するアン
ケートの回答を求められたと授業で聞いた。
大学時代の「左きき」の同級生から「左ききは、自動
改札に切符を入れる時や、ドアのノブを回すとき不便
だ、右利きの久保（執筆者）には、その不便さがわから
ないだろう。」と言われたことも、ずっと心に残ってい
た。
特に、この友人の言葉から「左きき」と「右きき」の
文化の大きな差異を強く認識した。
この文化差異を、「左きき」をマイノリティー（少数
派）の文化、「右きき」をマジョリティー〈多数派〉の
文化と捉える視点から、異文化理解や人権教育の教材と
して扱えると考え、教材化を試みたのが本実践である。
この教材開発を進める際に、高校の LHR の時間を
使って展開される人権教育の教材として使用してもらえ
ることを前提として、50分の授業時間で完結できる教材
内容とした。
 教材の構成
⑴ 授業指導案
「授業のねらい」として「開発教育のランキングの手
法を利用し、右きき（多数派）の左利き（少数派）への
理解度を認識するとともに、左きき（少数派）の心情を
理解する」をあげ、資料の授業指導案で50分間の授業
を進めていく。教師はあくまでファシリテーター（進行
役）としての姿勢で生徒の学習活動を支える。
⑵ 「きき手テスト」
資料は、指導案で示している「きき手テスト」であ
る。このテストは『左ききの神経心理学』（八田武志著・
医歯薬出版（1996年））1)より作成したものである。
⑶ 左ききはつらいよランキング（学校生活編）
資料は、指導案で示している「左ききはつらいよラ
ンキング（学校生活編）」である。これは『左ききのた
みやさん』（たみやともか著・宝島社（2006年））2)より
作成したものである。
⑷ 「左ききはつらいよ（学校生活編）」ダイヤモンド
ランキング
資料は、開発教育でよく用いるダイヤモンドランキ
ング表をベースに作成したもので、「左ききはつらいよ
（学校生活編）」の順位付けをする時に各班で使用する
ワークシートである。
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資料
授業指導案
○本時のねらい
開発教育のランキングの手法を利用して、右きき（多数派）の左きき（少数派）への理解度を認識するとともに、
左きき（少数派）の心情を理解する。
①「左ききはつらいよランキング（学校生活編）」
を各班で取り組む。
②ランキング表を各班で完成させる。
「左ききはつらいよランキング（学校生
活編）」の趣旨を説明する。
（「左ききはつらいよランキング（学校生
活編）」用紙、ランキング表を配布）
ランキング
①右きき班（〜班）より、ランキングの解説
と結果を発表する。
②左きき班（班）より、ランキングの解説と結
果を発表する。
①右きき班（〜班）よりランキング
の結果の発表を指示。
②左きき班（班）よりランキングの結
果の発表を指示。
ランキング結果発表
活動内容
①左きき班から、右きき班の結果を参考にしなが
ら、また自分の経験から感想を発表し、振り返
りを行う。
②左きき班の振り返りを聞き、振り返りを行う。
①左きき班から感想を言ってもらう。
②右きき班から感想を言ってもらう。
はじめに
アイスブレイク
振り返り
「授業評価アンケート」を書く。
左ききの人の気持ちを説明し、左ききの
人への生活改善の取り組みを紹介する。
まとめ
①「−点（左きき）」の人はバースディーライン
から抜け出て班を形成する。
②残った人のバースディラインで先頭から番号を
言い、〜班を形成する。
①きき手テストで「−点（左きき）」
の人を抜き出し、班をつくる。
②残った人で、先頭から番号を言っても
らい、〜班に班を分ける。
班分け
教師の動き
「きき手テスト」の実施。
バースディライン注)の実施。
生徒の動き
各自で「きき手テスト」の回答と合計。
生徒は声を出さずに、身振り・手振りで、自分の
誕生日を示し、順に並ぶ。
資料
き き 手 テ ス ト
各項目ごとに、左手を使う場合は−点、どちらでもない場合は点、右手を使
う場合は＋点と記入してください。《『左ききの神経心理学』八田武志著（医歯
薬出版・1996年）より》
④押しピンはどちらの手に持って押しますか？
⑦クギを打つときカナヅチはどちらの手に持ちますか？
⑨歯をみがくとき、歯ブラシはどちらの手に持って使いますか？
質 問 項 目
①消しゴムはどちらの手に持って消しますか？
②マッチをするのに軸はどちらのほうの手に持ちますか？
⑩ボールを投げるのは、どちらの手で投げますか？
⑧カミソリ、または口紅、リップクリームはどちらの手に持ちますか？
合 計
③ハサミはどちらの手に持って使いますか？
⑤果物の皮をむくときナイフはどちらの手に持ちますか？
⑥ネジまわしはどちらの手に持って使いますか？
点数
 授業注)の振り返り―生徒の感想より
⑴ 左きき生徒（人）の感想
⒜左ききの事で新たに発見できたことを記してくだ
さい。
・ドアや自動販売機の日頃気に留めない不便さに先
生からの振り返りで気付かされた。（人）
⒝この授業を受けての感想を記してください。
・みんなが、左ききのことを一生懸命考えていた姿
がおもしろかった。
・先生から言われた「左ききの生活の不便さ」は言
われればそうだなと思い当たる節が何点かあっ
た。
・正直、先生から言われたらそうだなと言うことが
あったが、普段はあんまり考えていないし、不便
さを感じていない。
・そんなに不便さを感じていない。
⒞左ききの人へ、学校や日常生活で不便を感じると
ころはどこですか、教えてください。
ア 施設
・駅の自動改札機。
・自動販売機。
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資料
左ききはつらいよランキング（学校生活編）
〇学校の生活で、左ききの子どもたちが不便を感じる順にランキングしてください。
①算数の時間、「マス計算」。タテ軸の数字とヨコ軸の数字を足していくもの。左手がジャマになり、タテ軸
の数字が見えない。左きき用定規や分度器がない。
②図工の時間、彫刻刀を使うとき。丸刀・角刀はフツウに使えるが、平刀はどうやっても使えなかった。
③体育の時間。左きき用の道具（グローブ、ゴルフのクラブ等）が学校にはない。
④休み時間。トランプ遊びのとき、左手でカードをずらすと数字が見えないよ。
⑤書道の時間。「止め」ができない。コワーイ先生により強制的に右手に変更。
⑥給食の時間。配ぜんの仕方が左ききにやさしくない。ごはんが左汁物が右で、ごはんを右手で取ろうとす
ると、汁物がこぼれる。給食当番のとき、右ききの当番とひじがぶつかる。
⑦家庭科の時間。左ききのたちバサミがない。調理実習のとき、左きき用道具（包丁、フライパン、缶切り
等）がない。
⑧音楽の時間。左きき用のギターがない。ピアノを弾くと、左手が強く、低音を強く弾いてしまい、主旋律
が聞こえなくなる。
⑨登校の準備。学年章や名札をつける時、針の方向から右手で刺さなければならない。腕時計は右手につけ
たいが、竜頭の位置を考えると、左手につけざるを得ない。そうすると、鉛筆でノートを取るときに不便。
『左ききのたみやさん』たみやともか著（宝島社・2006年）より
資料
「左ききはつらいよ（学校生活編）」ダイヤモンドランキング
＊学校生活で左ききの子どもたちが不便を感じる順に上から
ランキングをつけてください。また、その理由を簡潔に書
いてください。


 




・すべてのものが、右きき用に考えられている。
イ 授業
・ハサミや包丁を使用する時（家庭科の時間）
（人）
・本に書き込みをするとき（ボールペンや水性
ペン）、汚れたり、かすれたりして、上手く
かけない。
・蛍光ペンが引きにくい。
・英語、数学のノートは横書きなので、手が
真っ黒になる。
ウ 部活・行事
・「ギッチョ」といちいち言われる。
⒟左ききの人へ、学校生活の中で左ききの生徒のた
めに改善してほしいところを教えてください。
ア 施設
・グローブ、ハサミ等左きき用の道具を揃えて
欲しい。
イ 授業
・習字、書道の時間
ウ 部活、行事等
・左きき用のハサミ、包丁を揃えて。
⑵ 右きき生徒（38人）からの代表的な感想
⒜左ききの事で新たに発見できたことを記してくだ
さい。
・日常生活で左ききの人が不便を感じている場面を
具体的に知れた。（人）
・右利きの人の基準で道具が作られていること。
（人）
・意識すると同じクラスの中でも困っている人がい
るんだということを身近に感じた。自分がそうい
う状況についていかに疎いかがわかった。
・多数派が「正しい」であったり、「善」であったり、
「絶対」であったりと考えることが恐ろしい。
・やっぱり右ききのほうが便利だよね。
・左きき用の定規が100均で売られていると聞いて
びっくりした。
・書道の止めができない。
・左きき用のギターがない。
・学校には左きき用のハサミがないという事実。
⒝この授業を受けての感想を記してください。
・自分は右ききなので全然不便を感じずに生活をし
ているが、左ききの生徒はその背後で不快な思い
をしながら生活していることに気付いた。（人）
・もっと人の立場に立った感じ方、考え方ができる
ようになりたい。（人）
・多数派の自分は、少数派のことを考えたことがな
かったと思う。少数派の意見を尊重してこそ本当
の民主主義国家だと思う。（人）
・左ききの人のことが全然わかっていなかった。
（人）
・マイノリティー（少数派）の立場を考えていかな
ければいけないと思った。（人）
・社会の不条理さを感じた。
・左ききのことを考えながらダイヤモンドランキン
グをやったが、左ききの人の意見と全然違ってい
て、やはり当事者でないとわからないことがある
と思った。（人）
・視野を広く、視点を複数持てるようにしたい。（
人）
・少数派の人の立場を考えて、行動できるようにな
りたい。
・左ききの人は、多数派の右きき社会に対応しなが
ら生きていると思った。
・この授業を機会に、左ききの友人の行動を観察し
てみようと思った。
・多数派に合わせる行動を取ると、少数派の人々は
苦しくなっていく事実に気が付いた。
 授業を終えて
⑴ 左きき生徒の感想から
日頃は、圧倒的にマジョリティー（多数派）の右きき
社会を前に、その不便さを感じるが、それを訴えること
よりも、この右きき社会に適応せざるを得ない、マイノ
リティー（少数派）の左きき生徒の心情が読み取れる。
この授業を通して、あらためて自分たち（左きき）が
経験している日常生活の不便さとともに、それに気づい
ていないマジョリティー（多数派）の右きき生活者の鈍
感さと傲慢さを感じたと思う。人権教育の大切さを教え
る学校現場での左きき生徒の学習環境を整えることへの
配慮のなさがその証拠である。
⑵ 右きき生徒の感想から
生徒自身の近くに、日々の生活に困ったり、不便を感
じたりしているマイノリティー（少数派）に属する仲間
が存在することに気が付いてくれたようだ。
また、そのマイノリティー（少数派）の心情を理解し
ていこうとする前向きな姿勢を示す生徒も多数現れ、民
主主義の根幹にかかわる考え方を示してくれる生徒が現
れたことは授業者としてはたいへんな喜びである。
しかし、本当に相手の気持ちが理解できるようになる
ことの困難さを指摘してくれた生徒もいた。敢えて実現
不可能な美しい理想を語ることを拒否し、現実の困難さ
を直視する姿勢を示した生徒の勇気にも授業者として喜
びを感じた。
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【注】
1）アイスブレイクとしてよく使われる。言葉を使わない
で、身振り手振りで自分の誕生日を相手に伝える。月
日を先頭に、誕生日の早い順に並ぶ。
2）平成28年月13日（水）、学期期末考査後の授業で実
施。実施クラスは年組（理型：41名）。
【参考文献】
1）八田武志『左ききの神経心理学』（医歯薬出版、1996）
27-28頁。
2）たみやともか『左ききのたみやさん』（宝島社、2006）
10-39頁。
（くぼ てつなり・兵庫県立柏原高等学校）
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